　２０１７年７月２６日

各団体・個人　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３８回埼玉障害者まつり実行委員会

実行委員長　 田中　　一　印略
（ＮＰＯ法人埼玉県障害者協議会 代表理事）　　

第３８回埼玉障害者まつり開催のご案内、

　　　　　　　　　　　　　そして協賛、協力など支援のお願い

時下ますますご清栄のことと存じます。日頃より障害者・家族の様々なとりくみにご理解とご協力をいただいていることに深く感謝します。

国連障害権利条約が批准され、政府から国連へ報告書が提出されたことに関わって、ＪＤや日本障害者フォーラムなどNGOとして国連に、政府の報告書に対するパラレルレポートの提出が求められています。その基準は「私たちのことを私たち抜きに決めないで」の合言葉に代表されるように、この間の障害者自立支援法委そして障害者総合支援法、障害者総合支援法の改正にあたっては、障害者自立支援法を端に発した訴訟団と政府が結んだ基本合意、骨格提言が履行される約束を、今日まで反故にしてきた政府の弁明は許されるものではありません。改正虐待防止法、差別解消法、の中身が改善されるように取り組んできました。
しかし政府の腰は重く、先の国会で31もの法律を「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案」という形で一緒にまとめてしまい、一つ一つの法律案をほとんど論議もせずに強行成立させてしまいました。
法案の言葉は立派でも、実際の中身は残念ながら、憲法が謳う人権保障でなく、「自己責任論」に基づく、社会保障の崩壊に繋がる人権抑圧の制度改革で、大事な内容は政省令で決めるという乱暴きわまりないものです。
そこには、地域社会の共生を築くためのものでなく、社会に分断が持ち込まれる仕組みに変えていこうという意図さえ感じら憲法25条も、憲法9条と一体となって解釈改憲に傾斜して、障害者・家族が、安心して生きていけるような社会を描いてはいません。平和でなければ、安心・安全もありません。そして武器では、平和な社会は決しては作れません。
さて、障害者差別解消法が施行され、一年が経ちました。依然として「やまゆり園事件」の解決に向けた議論は進んでいません。事件後の対策といえば、防犯対策に始まり、人権無視の精神障害者対策であり、入所施設の存在否定まで飛び出す始末で、事件の根本である優生思想という、差別と分断を持ち込む風潮の克服をめざすものには向かっていません。それは日本社会を覆う格差と貧困を生み出す政治があるからです。埼玉では、１４００人の入所施設の待機者がいるといわれています。住みなれた地域に入所施設やグループホームが足りなくて、地元でなく県域外そして他県の施設やグループホームで暮らさざるを得ない状況があります。地域で暮らそうにもヘルパーや施設職員が圧倒的に不足しています。障害児学校でも、生徒が増えて、教室が足りずカーテンで仕切ったり、特別教室をつぶしたりしています。これらも差別の一端ではないでしょうか。
差別を解消するためには、啓発や研修だけではだけではなく、差別の解消を進める具体的な方策が必要であり、行政自らが障害当事者・関係者、そして一般市民と同じステージに立って、ともに議論し学び合うことが不可欠です。でなければ、根っこから差別は無くならないのです。

そんな思いを込めて、今回のテーマは、『みんなでつくろう！笑顔あふれる街－ともに生きる。ゆたかな社会をめざして－』と掲げました。
１９８１年の国際障害者年が迫る中、障害者団体間が初めて大きく連携し、一般市民に理解を求めていこうとスタートした埼玉障害者まつりは、やがて埼玉県の県民啓発事業となり、障害者・家族と一般県民・市民を結ぶふれあいの祭典として今回、38回の歴史を刻もうとしています。「今年もあの人に会える」とこの日を楽しみにしている多くの障害者・家族がいます。また、障害者団体間をはじめ家族、作業所・施設関係者等の貴重な交流の機会となっています。
厳しい福祉情勢の下でも、障害者・家族、関係者等が楽しく交流する一日になるように、そして、みんなが楽しめ、元気で、勇気を持って帰れる「まつり」にしていきたいと思い、現在、私たち、実行委員会・スタッフは手弁当で準備のために奮闘しています。
つきましては、企画全体の成功のために！そして無料参加や臨時送迎バスの運行のために！各企画を楽しんでいただくために、介助等の保障のために！ご協賛・ご支援を賜りたく、関係書類を添えて下記の通り申請します。
あわせて、企画の準備中の段階で資金不足になり、準備活動に支障をきたさないよう、協賛団体・個人様のご支援を早期に、確実にしていきたいと思います。
つきましては、協賛金の早期ご協力について、何卒、ご高配賜りますようよろしくお願いします。

記

■第３８回埼玉障害者まつりへの協賛金の協力について

■その他の協力について（小口カンパの取り組み、ボランティア派遣、企画参加等、その他）
	


連絡先：〒330-8522　さいたま市浦和区大原３－１０－１　埼玉県障害者交流センター内

埼玉障害者まつり実行委員会　TEL＆FAX０４８（８３３）７０２７　障埼連

　　　　　       Eメール：syousairenssc@hop.ocn.ne.jp
・協賛金・カンパ振込先：【郵便振替】　００１６０－４－５７４３８ 　障害者まつり

　　　　　　　　　 
【銀行口座】　埼玉りそな銀行　さいたま新都心支店

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（普）００３６３７３　障害者まつり　若山孝之

FAX送付先：０４８－８３３－７０２７障害者まつり実行委員会行
回答書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１７年　　月　　日

■第３８回埼玉障害者まつりへの協賛金の協力について

□協賛金：　　　　　　　　　　円、協力します。

　　　　　

□納金方法：①郵便振替で振り込みます。（同封の郵便振替用紙をご活用ください）
　　　　　　②　　　　　　　銀行・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　支店より振り込みます。

　　　　　　③その他、手渡しも含め、以下の方法で納金します。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□納金予定日：　　月　　　日頃を予定しています。

■その他の協力について（小口カンパの取り組み、ボランティア派遣、企画参加等、その他）
	


●ご芳名（団体・個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

●ご住所　〒□□□－□□□□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●ご連絡先　電話　　　　　　　　　　　　　　　　●担当者　　　　　　　　　　　　様
●メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
